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■第62回利根川水系連合水防演習 

■水防月間 

 

【平成23年9月台風15号洪水】 
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当事務所では、利根川と縁の 

深い「静御前」を治水のイメー 

ジキャラクターとして位置付け 

ています。 
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５月１８日(土) 午前８：５０から、 

       千葉県香取市佐原口の利根川河川敷にて開催 

 利根川水系連合水防演習は、国と１都６県の主催により毎年利根川流域の各地で開催しています。 

 近年、全国各地で、狭い地域に短時間で激しい雨が降る局地的豪雨による水害が多発しています。
このように発生する地域も規模も予測できない集中豪雨は、｢ゲリラ豪雨｣と呼ばれて恐れられてい
ます。今回の水防演習では、伝統的な水防技術の習得と伝承に力を入れると共に、堤防の応急復旧
訓練を組み込み、これからの時代に対応した水防演習を行います。 

 演習内容は、演習第１部として水防団を中心とした水防訓練、地元自主防災会等による避難訓練、
演習第２部として香取広域市町村圏事務組合消防本部・陸上自衛隊・千葉県警察・日本赤十字社千
葉県支部・千葉県赤十字特殊救護奉仕団による救出・救護訓練及び、国土交通省利根川下流河川事
務所による応急復旧訓練が行われます。 

 人命・財産を危険にさらす水害は、何時どこに現れるか分かりません。安全で安心な地域づくり
のために、是非、水防演習にご参加ください。  

 我が国は、自然的・社会的環境から洪水等による災害を受けやすく、このため毎年の
ように豪雨や台風による洪水が全国各地で発生しています。特に平成16年は新潟・福島
豪雨、福井豪雨を始めとして、上陸回数が観測史上最多の10回を記録した台風等により、
全国各地で豪雨災害に見舞われ、また、平成23年の台風12号は、大型で動きが遅かった
ため西日本から北日本にかけ広い範囲で記録的な大雨となり、洪水はん濫や土砂崩れが
発生し大きな被害に見舞われました。 

 国土交通省では、従来より水防演習の実施、水防工法・技術の習得等を図っていると
ころですが、今まで以上に国民一人ひとりが水防の意義及び重要性について理解し、水
防意識の向上を図っていただくため、各種行事をはじめとした広報活動を今後も積極的
に展開する予定です。 

 



誌面についての率直な意見・感想をお待ちしています。 

郵便・ＦＡＸ・ホームページ・メールにて下記までお願いします。 

   利根川上流河川事務所 

     〒３４９－１１９８ 埼玉県久喜市栗橋北二丁目１９番１号 

     ＴＥＬ ０４８０－５２－３９５２   ＦＡＸ ０４８０－５２－３９６４ 

     ＵＲＬ http://www.ktr.mlit.go.jp/tonejo/ 

     E-mail infotonejo@ktr.mlit.go.jp  

利根川に関する 

雨量・水位の情報はこちら 

   ■利根川上流河川事務所ＨＰ 

    http://www.ktr.mlit.go.jp/tonejo/ 

   ■携帯サイト 

   http://k.tonejo.go.jp/ 

    ※次回発行は、７月号を予定しています。 

水防工法とは、川の近くに住む人たちが自分のたちの家、農地、作物を守るために培ってきた技術です。使う
材料も、昔の農家で手に入り易いもの（竹、立木、丸太、俵、ムシロ、縄、土等）を使って行えるように工夫され
ていました。現在では、縄の代わりにロープ、ムシロの代わりに防水シート、俵の代わりに合成繊維の土のう
袋を使うなど、時代とともにしてきています。また、水防工法は堤防が壊れることを防ぐという目的が達成され
ればよいので、立木の代わりに竹、防水シートや土のうの代わりに畳などその場で手に入りやすいものが使
われることもあります。 

【代表的な水防工法の紹介】 


